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菅原道真公を祀る吉祥院天満宮 (創建 934年 ) 手水舎新築 (令和 6年 11月 竣功)

鼻
表
囲
み
非
↓
暴
界
費
翻
瘍
合
）

御
祭
神
菅
原
道
真
公

悠
久
の
ご
神
慮
を
景
仰
し
て

駐車場有ります (フ リースペース 10台 )
但し、4月 25日 と8月 25日は大祭による縁日
のため境内に駐車はできません。

■
吉
祥
院
夭
満
官

市バス『吉祥院天満宮前』徒歩 3分

『千本十条』から西600m

『西大路九条』から南600m
J R『西大路駅』から南へ lm

ご
協
賛
の
お
願
い

菅原道真公 1125年萬燈祭

吉 祥 院 天満 官奉 賛会
(吉祥院天満宮社務所内)

郵便振替 口座00920-9-319639
〒60卜 8331京都市南区吉祥院政所町3(西大路十条西入ル北)

TEL.075(691)5303 FAIX1075(691)2205
吉祥院天満宮公式 X(Twitter)@kisshotenmangu

国
道

一
号
線

久世橋通

九条通



趣
旨
に
ご
賛
同
の
上
、ご
奉
賛
賜
り
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
申
込
み
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
（ご
奉
賛
金
額
、
納
金
区
分
、
納
金
方
法
、
ご
住
所
、
ご
芳
名
な
ど
）を

ご
記
入
の
上
、
ご
持
参
又
は
ご
郵
送
下
さ
い
。

ご
納
金
方
法

１

・　
一
括
納
金
ま
た
は
分
割
納
金
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
ｃ

２

・
募
財
期
間
（令
和
六
年

一
月
～
令
和
九
年
十
二
月
　
分
納
の
場
合
は
ご
都
合
に
合
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

３

・　
ご
納
金
方
法

○
奉
賛
会
事
務
局
に
直
接
ご
持
参
ま
た
は
、
同
事
務
局
か
ら
直
接
ご
集
金

○
郵
便
局
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い
。

（振
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。
）

郵
便
振
替
口
座
　
士口
祥
院
天
満
宮
　
０
０
９
２
０
‐
９
‐
３
１
９
６
３
９

∃

こ

ま

葺

登

舒

争
一ユ敦
軒

こ

計

予

押

」

Ｌ

デ

う

」

」

ｂ

こ

、

」
工
こ

６

一下

ノ
う

こ́

′

|

日
毎
ご
神
前
に
て
、
会
員
の
皆
様
が
た
の
家
内
安
全

・
家
業
繁
栄

ｏ
社
運
隆
昌

学
業
成
就

・
交
通
安
全

・
諸
願
成
就
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
口
以
上

二
日
以
上

一
〇
日
以
上

二
〇
口
以
上

一
〇
〇
口
以
上

二
〇
〇
口
以
上

五
〇
〇
口
以
上

奉

　

納

　

額

（
一
口

五
、
○
○
○
円
）

御

奉

賛

金

の

目

安

と

御

礼

に

つ

い

て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

御

芳

名

永
久
保
存

○ ○ ○ ○ ○ ○

萬
燈
祭

御
案
内

○ ○ ○ ○ 甲

特
別
記
念
品○ ○ ○ ○ ○ 乙

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

記
念
品

○ ○ ○ ○ ○ ○

感
謝
状

贈
　
呈

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（耐
久
性
）

樹
脂
芳
名
板

前回 1100年大萬燈祭 お稚児さん前回 1100年大萬燈祭 吉祥院音頭御披露目
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令
和
九
年
十
月

二
十
三
日
（土
）

二
十
四
日
（日
）

部
一瞬
一逢
軋
鈷
　
千
百
二
十
五
年
大
祭

鱚
‐
瑕‖
＼

‖!量幽_
日蔵上人ゆか りの

「笙の岩屋」にちなむ

//

萬
燈
祭
斎
行

ま

ん

ど

う

さ

い

さ

い

こ

う

お籠り堂 (新設 )

(];ョ慕i男|き音:よ
る
)

(令和九年から献燈受付予定)

◆

神
賑
行
事

の
予
定

萬
燈
舎

。
提
灯
献
燈

お
稚
児
さ
ん

。
献
茶
　
他

◆
奉
納
行
事

の
予
定

六
斎

・
舞
楽

・
舞
踊

津
軽
三
味
線

・
演
武
　
他

菅
原
道
真
公
千
百
二
十
五
年
商
熾
郷

吉
祥
院
天
満
官
奉
贅
会

ご
協
贅

の
お
願

い

吉
祥
院
天
満
宮
は
、
御
祭
神
菅
原
道
真
公
が
お
な
く
な
り
に
な
っ
て
三
十

一

年
目
に
当
る
平
安
時
代
承
平
四
年

（九
二
四
）
に
菅
原
家
ゆ
か
り
の
道
真
公
御

誕
生
の
地
に
朱
雀
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
最
初

の
天
満
宮
と
し
て
創
建
さ
れ
ま

し
た
。
吉
祥
院
天
満
宮
で
は
、
か
ね
て
よ
り
御
祭
神
菅
原
道
真
公
の
御
命
日
の
年
か

ら
数
え
て
二
十
五
年
毎
に
萬
燈
祭
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
大
祭
は
昔

な
が
ら
の
灯
明
を
千
灯
万
灯
の
如
く
御
神
前
に
献
じ
、
道
真
公
の
ご
神
慮
を
お

慰
め
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
記
念
事
業
と
し
て
御
社
殿
は
じ
め
関
連
建
物
の

造
営
、
修
繕
を
行
う
節
目
の
お
祭
で
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
昭
和
二
十
八
年

の
千
五
十
年
祭
に
は
、
御
本
殿
の
改
築

（新
築
）
・
舞
殿
の
新
築
、
昭
和
五
十
二

年
の
千
七
十
五
年
祭
に
は
、
御
本
殿
屋
根
葺
替

・
祝
詞
殿
と
授
与
所
の
新
築
、

平
成
十
四
年
の
千
百
年
祭
に
は
、
拝
殿
の
改
築
や
文
章
院

（社
務
所

・
参
集
所
）

の
新
築
な
ど
が
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
御
祭
神
亮
去
よ
り
千
百
二
十
五
年
に
相
当
い
た
し
ま
す
令
和
九
年
十

御本殿・祝詞殿銅板屋根葺替工事
及び付属建物新築 。改修工事図

金のなで牛 。

くぐり牛

本殿周囲石垣

御本殿新設
(仮称)お籠り堂

祝詞殿

拝殿

新設
銀のくぐり馬

新設 石畳

前回 1100年大萬燈祭 萬燈献灯
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月
に
は
一昌
燈
一外
小
を
巌
剛
一床
に
斎
行
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
．
左
に
お
示
し
い
た
し

ま
す
複
数

の
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
大
事
業
遂
行

の
た
め
に
天
満
宮
役
員
を
中
心

に
奉
賛
会

を
設
立

い
た

し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
物
心
両
面

で
こ
れ
に
協
力
し
、
天
満
宮
大
神
様

の
益
々
の
御
神
徳

の
発
揚
に
寄
与

い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。
氏
子
並
び

に
崇
敬

者

の
皆
様

に
は
出
費
ご
多
端

の
折
、
大
変
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
本

会

の
趣
旨
を
ご
理
解
ご
賢
察
下
さ
い
ま
し
て
、
格
別

の
御
協
賛
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
納
金
は
直
接
ご
持
参
、
ご
要
望

に
よ
る
直
接
ご
集
金
、
郵
便
振
替

で
承

っ

て
お
り
ま
す
。

（郵
便
振
替
　
士
口
祥
院
天
満
宮

　
　
０
０
９
２
０
１

９
１

３
１
９
６
３
９
）

令
和
七
年
七
月
吉
日

吉
祥
院
天
満
宮
奉
賛
会
　
会
長
　
山
中
詳
平

吉
祥
院
天
満
宮
　
　
　
　
宮
司
　
石
原
定
祥

事
務
局
　
　
　
吉
祥
院
天
満
宮
社
務
所

（京
都
市
南
区
吉
祥
院
政
所
町
三
　
〇
七
五
―
六
九

一
―
五
三
〇
三
）

小宮社

り牛

銀のくぐり馬の新設

忠
魂
碑

水

「
コ
の

―
‥
硯

編社に

奥田碑

□
常設テント

(2間×3間 )

西政所児童公園

■は今回の記念事業の完了・実施中及び
計画中のものをお示ししております。

「
ゴ
Ｆ
」

ロ

文章院

倉庫

記
念
事
業
計
画

の
概
要
と
予
算

千
百
二
十
五
年
萬
燈
祭
斎
行

計
画
中
の
記
念
事
業

654321
、
吉

祥

院

天

満

宮

誌

の

発

行

手

水

舎

新

築

（令

和

六

年

十

一
月
竣

功

）

小
宮
社

　

屋
根
瓦
総
葺
替

・
白
壁
塗
替
　
　
　
　
　
　
　
　
（令
和
四
年
五
月
竣
功
）

弁
財

天
社

屋
根
瓦
総
葺
替

…
日
壁
塗
替
　
参
道
石
畳
新
設
　
（令
和
六
年
四
月
竣
功
）

総

予
算

　

約
六
、

○
○
○

万
円

内
訳
　
募
財

約
四
、
五
〇
〇
万
円
、
神
社
予
算
　
約

一
、
五
〇
〇
万
円

o日●
0日D

御
本

殿

・
祝

詞
殿

の
銅
板

屋
根

の
葺
替

参
拝
路

の
石
畳
整
備

本

殿
周
囲

の
石
垣
整
備

文
章
院

（社
務
所

・
参
集
所
）
・
資
料
倉
庫

の
外
壁

の
防
水

（仮
称
）
お
籠

り
堂

の
新

設

・
六
斎
舞
台

の
屋
根
修
復

o日●
●日D

脅塗
替

弁財天社 屋根瓦総葺替 。白壁塗替・参道石畳新設
(先行事業 令和 6年 4月 竣功)
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